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DEAHF は励起状態の Normal 体ならびに Tautomer 体の両方から蛍光を発する。
Tautomer 体の蛍光は Normal 体よりも長波長側に現れるため、両者の蛍光を同時に測
定し、その強度や時間変化をしらべることで反応の収率や反応速度を検討することが
可能となる。  
定常蛍光の測定には、一般的な定常蛍光測定装置を用いて、380nm から 450nm まで


















































 DEAHF は光励起状態でのみ Tautomer 体を生成すると報告さていた。しかしながら
申請者は、BF4 アニオンを有するイミダゾリウム系イオン液体中では、基底状態で
Tautomer 体に由来すると考えられる光吸収が存在することを明らかにし、定常蛍光な
どの物性を評価した。またその生成量が、サンプルの調整時間や水分量に大きく依存
することを明らかにした。水分量が多いと Tautomer 体の生成量が減り、サンプルを再
度真空乾燥させ水分量を減らすと Tautomer 体の生成量は再度増えた。水分量に対し、
可逆的であることを明らかにした。またサンプルの調整時間が長い方が Tautomer 体の
生成量は多く、それは数時間から数か月という非常に幅広い時間領域で起こることを
明らかにした。  
 
（６）まとめ  
 本研究では、DEAHF の励起状態ならびに基底状態におけるプロトン移動反応を題
材として、イオン液体中における不均一な溶媒和が反応ダイナミクスに与える影響に
ついて詳細な実験的な検討を行い、不均一性の指標を導入し、化学反応に対する効果
を明らかにすることに成功した。  
 
